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月日の経つのは本当に早いもので、今年も遺

す処あと僅かになりました。

今月の表紙写真は、昨年知人と旅をした米国

西部に広がる複数の国立公園郡・グランドサー

クルの中の街・セドナでのキャンプ場のワン

シーンです。写真にあるような８人が寝起きで

きるバスのような大型のキャンピングカーをレ

ンタルし、グランドキャニオン・モニュメント

バレー・アンテロープキャニオン・ザイオンな

どを大急ぎで回りました。

事前に車の情報を仕入れて予習し、当日も海

外駐在経験のあるリーダーと共に英語で説明を

受け、いざ出発。ところが、いきなりハプニン

グの連続でした。このタイプの車は、トイレ・

シャワーが内蔵されているのですが、水がでま

せん。何度トライしてもダメ。レンタカー会社

は勿論、果ては日本のコーディネータにも問い

合わせるも、原因が判らず、とうとう最後まで

トイレとシャワーは使えませんでした。

この他にも、わずか１０分遅れただけで予約

をキャンセルされたり、８人の自由人の時間調

整が不能で行程は猛烈に押し続け、最後のホテ

ルでは車の格が合わないという理由で、駐車を

拒否され慌ててキャンプ場を探す、米国を出国

する日に道に迷って違う空港ターミナルに着

く、困って下車して尋ねて回るうちに駐車違反

のステッカーを貼られるなど、これでもか！と

いうアクシデント・ハプニングの嵐でした。

渦中にある時、人間が問われます。次々と起

こるこれらのできごとに、いつしかチームとし

て対応できるようになっていました。全員困り

果てたとき、ポツリとしたメンバーの一言が解

決への鍵になったことも。

撮影した膨大な写真と動画を組合せ、編集し

た一本の動画は、宝物になりました。苦労は、

やがて大切な眩しい想い出になります。（は）

編集室から

このニュースは、計画に携わる若手の技術
者を育てることを目的に発行を始めました。

その後、計画という仕事の内容や、普段、
計画マンがどのようなことを考えているのか
などに触れて、少しでも業界を知っていただ
ければと考えて編集しています。

米国セドナにて

by ham a

師師師 走走走本ニュースにレギュラー執筆

していただいている川畠さん

が「能登の夜市」の姉妹店を

開店されました。

上京された際、ご利用になっ

てみてください。

もちろん、川畠さんご自身も

お店に立っておられます。

日本酒バルChintara

03-6427-8183

17:00～24:00

金曜17:00～28:00日曜祝休

渋谷区道玄坂2-19-3

ライオンズマンション道玄坂1階



濱
の
つ
ぶ
や
き

『

信
頼
の
先

』

こ
ん
な
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。

愛
と
は
、
信
頼
の
上
に
の
み
成
り
立
つ
。
信
頼
が
揺
ら
ぐ

と
、
愛
情
も
疑
わ
し
く
な
り
、
些
細
な
違
和
感
か
ら
疑
惑
を
抱

き
始
め
、
そ
れ
が
膨
張
し
続
け
て
限
界
を
超
え
る
と
、
そ
の
愛

は
破
綻
す
る
と
。

地
域
社
会
を
構
成
す
る
最
小
単
位
は
、
家
庭
で
あ
る
。
そ
の

家
庭
は
、
夫
婦
の
愛
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
か
つ
て
、
親
や
親

族
同
士
が
決
め
た
婚
姻
が
普
通
で
あ
っ
た
。
そ
ん
な
時
代
は
、

夫
婦
と
な
る
瞬
間
か
ら
互
い
の
信
頼
関
係
を
築
き
上
げ
て

い
っ
た
の
だ
ろ
う
。
恋
愛
感
情
が
先
に
立
っ
た
ご
縁
で
は
な

い
が
故
に
、
な
お
さ
ら
互
い
の
相
手
に
対
す
る
真
摯
さ
誠
実

さ
が
求
め
ら
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

自
由
恋
愛
が
結
婚
の
前
提
と
な
っ
た
現
代
。
夫
婦
と
な
る

以
前
か
ら
育
ん
だ
恋
愛
感
情
を
起
点
と
し
て
、
無
意
識
に
信

頼
関
係
を
築
く
と
い
う
順
番
に
移
り
変
わ
っ
た
。

一
方
、
持
続
的
な
愛
情
の
源
泉
は
、
恋
愛
感
情
で
は
な
く
、

信
頼
関
係
の
密
度
が
深
く
影
響
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
古

今
変
わ
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
に
も
関
ら
ず
、
我
々
は
、

そ
の
事
を
意
識
す
る
こ
と
は
稀
な
の
で
は
な
い
か
。
熱
に
う

な
さ
れ
る
か
の
よ
う
な
恋
愛
感
情
だ
け
が
先
行
し
、
信
頼
関

係
構
築
の
意
図
が
薄
い
婚
姻
が
、
今
日
の
離
婚
率
上
昇
の
真

因
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

◆
◆
◆

手
元
に
世
帯
形
態
と
貧
困
率
の
推
移
を
示
す
統
計
デ
ー
タ

が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
女
性
の
一
人
暮
ら
し
・
シ
ン
グ
ル

マ
ザ
ー
世
帯
の
貧
困
率
が
全
世
帯
平
均
を
大
き
く
上
回
っ
て

お
り
女
性
単
独
世
帯
で
は
な
ん
と
半
数
が
貧
困
状
態
に
陥
っ

て
い
る
。

こ
の
国
は
、
世
界
有
数
の
経
済
力
を
持
っ
た
大
国
に
な
っ

た
と
思
い
込
ん
で
い
た
眼
に
は
、
驚
き
以
外
の
何
者
で
も
な

い
現
実
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。
つ
さ
ら
に
は
な
ん
と
、
我
が
国

は
、
全
世
帯
の
貧
困
率
で
も
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
中
で
二
～
四
位
と

い
う
上
位
（
悪
い
方
で
）
の
常
連
な
の
で
あ
る
。

経
済
大
国
ト
ッ
プ
の
米
国
も
、
貧
困
率
は
概
ね
三
位
前
後

で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
収
入
の
格
差
の
大
き
さ
が
原
因
と
見

ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
我
が
国
の
事
情
は
ど
う
や
ら
異

な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
世
帯
収
入
の
推
移
を
示
す
全
く
別
な

統
計
に
よ
る
と
、
二
千
九
年
を
最
後
に
平
均
所
得
は
ほ
ぼ
一

直
線
に
低
下
し
続
け
、
こ
の
十
三
年
間
で
下
落
率
は
十
五
％

に
も
及
ぶ
。
ま
た
所
得
階
層
別
の
世
帯
数
で
も
全
体
に
低
位

の
階
層
が
増
え
、
年
収
五
百
万
円
を
境
に
、
そ
れ
よ
り
も
低
い

世
帯
は
増
加
、
多
い
世
帯
は
全
て
減
少
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

我
が
国
で
は
、
確
実
に
全
国
民
が
平
均
的
に
貧
困
化
・
低
所
得

化
の
波
に
呑
ま
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

中
で
も
、
女
性
単
独
・
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
世
帯
が
、
そ
の
直

撃
を
受
け
て
い
る
。

現
在
、
こ
の
国
の
全
世
帯
が
見
舞
わ
れ
て
い
る
平
均
的
に

低
所
得
化
と
、
女
性
単
独
・
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
世
帯
の
貧
困
防

止
に
は
、
別
な
根
幹
的
対
策
が
求
め
ら
れ
る
が
、
不
幸
な
単
独

世
帯
を
生
ま
な
い
た
め
に
は
、
恋
愛
感
情
の
基
盤
と
し
て
信
頼

関
係
を
重
視
す
る
意
識
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
も
知

れ
な
い
。
◆
◆
◆

自
治
体
消
滅
と
い
う
衝
撃
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
て
、
全

国
の
過
疎
地
域
で
は
移
住
・
定
住
対
策
に
乗
り
出
し
て
お
り
、
奥

能
登
地
域
で
の
取
り
組
み
の
御
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
移
住
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
動
機
を
持
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
緯
を

経
て
奥
能
登
に
移
り
住
ん
で
い
る
。
数
年
前
か
ら
、
確
実
な
職
業

で
あ
る
こ
と
・
現
金
収
入
は
低
く
と
も
自
ら
の
食
材
は
確
保
可

能
な
の
で
可
処
分
所
得
が
増
え
る
こ
と
な
ど
の
理
由
を
背
景

に
、
新
規
就
農
を
希
望
す
る
都
会
人
が
増
え
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
受
入
れ
側
の
市
町
村
職
員
は
ほ
と
ん
ど
が
、
故
郷

か
ら
一
歩
も
出
た
こ
と
が
無
い
。
こ
れ
で
は
移
住
者
の
身
に
な

る
こ
と
は
、
か
な
り
難
し
く
、
勢
い
施
策
は
ち
ぐ
は
ぐ
に
な
る
。

加
え
て
、
一
度
移
住
し
て
も
数
年
で
離
れ
て
し
ま
い
、
定
住
に

は
つ
な
が
ら
な
い
例
が
現
場
を
悩
ま
せ
て
い
る
。

一
方
で
、
移
住
・
定
住
へ
の
手
厚
い
補
助
金
よ
り
も
、
世
話
好

き
な
地
元
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
キ
チ
ン
と
ご
縁
を
つ
な
ぎ
、
信

頼
関
係
を
構
築
し
て
い
る
地
域
に
持
続
的
な
定
住
例
が
増
え
て

い
る
。◆
◆
◆

か
つ
て
、「
愛
と
は
、
相
手
の
存
在
を
支
え
よ
う
と
す
る
意
志
」

と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
。

で
あ
る
な
ら
ば
、
夫
婦
愛
・
家
族
愛
・
地
域
愛
を
支
え
る
信
頼

を
構
築
し
よ
う
と
す
る
意
志
が
「
本
物
の
深
い
愛
」
で
あ
り
、
モ

ノ
・
カ
ネ
・
デ
キ
ゴ
ト
で
気
持
ち
を
動
か
し
興
味
を
惹
こ
う
と
す

る
意
図
は
表
面
的
な
恋
愛
感
情
に
過
ぎ
な
い
と
い
え
る
よ
う
に

思
う
。
熱
に
浮
か
さ
れ
た
縁
結
び
で
は
な
く
、
信
頼
関
係
を
基
礎
に

据
え
る
意
識
が
、
地
域
愛
を
育
む
も
の
な
ら
ば
、
本
気
で
持
続
的

に
移
住
者
・
定
住
者
を
増
や
す
に
は
、
補
助
金
な
ど
の
制
度
で
釣

ろ
う
と
す
る
よ
り
、
地
道
な
信
頼
関
係
を
築
き
上
げ
よ
う
と
す

る
姿
勢
の
方
が
、
有
効
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

◆
◆
◆

か
く
い
う
自
分
自
身
、
出
逢
い
の
ご
縁
に
よ
っ
て
、
生
活
安
全

保
障
の
た
め
の
自
給
農
家
と
、
都
市
し
か
知
ら
な
い
が
故
の
里

山
暮
ら
し
へ
の
憧
れ
か
ら
、
三
十
数
年
前
に
Ｉ
タ
ー
ン
を
果
た

し
た
人
間
で
あ
る
。
そ
の
経
験
が
今
日
、
活
か
さ
れ
る
機
会
が
来

る
と
は
露
ほ
ど
も
思
わ
な
か
っ
た
。

今
、
味
わ
っ
て
い
る
こ
の
体
験
が
、
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
の

か
、
そ
の
瞬
間
に
は
判
ら
な
い
。
そ
れ
は
後
々
、
自
ず
か
ら
知
ら

れ
て
い
く
。
目
の
前
に
起
こ
る
こ
と
に
一
つ
ず
つ
丁
寧
に
向
き

合
い
、
そ
れ
を
積
み
重
ね
て
い
く
し
か
な
い
。
ひ
と
は
、
そ
う

や
っ
て
牛
歩
の
ご
と
く
成
長
し
て
い
く
の
だ
ろ
う
。

今
年
も
早
、
師
走
を
迎
え
た
。
年
末
の
気
ぜ
わ
し
さ
に
惑
わ
さ

れ
ず
、
年
始
の
気
分
に
浮
か
れ
過
ぎ
ず
、
さ
ら
な
る
時
を
重
ね
て

い
き
た
い
と
思
う
。



<成果>

1.家族が増えました

何よりもこの2015年で一番のうれしい出来事が、息子が6月に生まれた事で

す。

名は「川畠源太郎」。尊敬するうちの祖父から一文字をいただきました。

これからどのような男に育っていくのか、楽しみでもあり、私自身がまた成長

させてもらえるという期待でワクワクしております。

ただ、最近の感情表現の様子を見ていると「おねえ?」という疑惑も。

それもまた、親としての成長フィールドということでしょうか（笑）。

2.料理人としての道をスタート

ひとつの店を任せていた料理長の退職によって、おのずと私が調理をすること

になりました。

玄人はだしを自認しておりましたが、そこはやはり和食のプロの世界。

見よう見まねでは難しく、約半年ほどではありますが、毎日包丁を握りつづ

け、天麩羅を揚げ続け、魚を捌きつづけ、何とか形になってまいりました。

まだまだ、職人レベルには遠いかもしれませんが、今も週4日は継続しており

ます。

何かあった時に、何もできませんでは会社は成り立ちませんから。

3.冷静にこれからの会社の飲食事業というのを考えることができました

11月に予定していた新店企画が破談となり、一度頭を冷やせたのかもしれま

せん。

限られた経営資源 (人・金) や制限の中で、何を今選択すべきかという選択肢が

増えた事が成果なのかもしれません。

私のやりたいというWILLがもちろん一番大切なのですが、やはりこれから何

が求められ、そこに事業化できるためのリソースは何があるか?

という冷静な思考が若干欠如していたのかもしれません。

これから飲食業界は原点回帰すべきだと考えています。

1970年代の海外チェーンの進出や、チェーンオペレーション・マネジメント

を軸とした規模の経済性を追求した事業モデルから「食という機能を通した地域

資源の再構築」に向かうべきだと。

その詳細はまたここでお話できればと思いますが、私は飲食店は地域を形成す

る大きな経営資源のひとつと考えています。

反省は明日の成長であり、失敗から学ぶことは非常に多いと感じた一年です。

でも、うちのような零細企業では失敗はしたくないなあ～。また2016年もどう

ぞよろしくお願いいたします。

今これを書いている瞬間は2015年12月5日です。そう師走であり、2015年

もあとわずか。やっと様々な書類に平成27年と記入することに慣れ始めたばか

りなのに。。。。。

ということでこの一年の反省と成果を備忘録がわりにここに記したいと思いま

す。

<反省>

1.新店舗の出店ができず

11月オープンで炉端の新しい業態展開でこの一年進めてきましたが、結果そ

れが成し遂げられず。

世田谷区の桜新町の物件契約まではいったのですが、契約後に物件のオーナー

から 営業時間の規制についての話があり、結果ものわかれに終わりました。

仲介した企業はもっときちんと事前確認すべきなんですが、この事象から考え

る私の反省「相変わらずの詰めの甘さ」です。

これは昔から変わらない私の悪い癖です。

2.人材の成長に労を惜しめず

新店準備であったり、既存店舗の主要スタッフの退職などで現場に貼りついた

というのもあったのですが結果「全て自分がやってしまう」というこちらもマネ

ジメントをする人間としては、

会社の成長＝人の成長という点で大きな反省でした。

以前ここでも書かせていただいた、“プレイングマネージャー”の話もそうで

すが、私はどうしても“スーパープレイヤー”になりたい願望があるようです。

3.ついつい子供を甘やかしてしまう

6月に二人目の子を授かったのですが、それによってより一層上の娘をかわい

がってしまっています。

拗ねてしまわないようにというのもあるのですが、男親というのは、元来娘が

本当に好きなようです。

先日も一緒に、幼児の女の子たちが好きなアニメ番組の映画を見に行き、そこ

で父親のいいところを見せようと、キャラクターの洋服がデザインされている

カードを大人買いする始末。

他の子供の親御さんもあきれていました。

自宅に戻って時の妻の「本当はあんたがこのアニメすきなんでしょ」と変態扱

いされる始末です。

「いいところを見せたい、かっこつけたい」というこれもまた、昔からの悪い

癖です。

『 2015年の反省と成果 』

株式会社GARBAGE代表 川畠 嘉浩



9月1日スタートを切るために準備に入った。営業の前に静岡県で最も

ふるさと納税ＮＯ１の焼津市、ＮＯ２の西伊豆町に視察に行くことにし

た。焼津市には小生が静岡県ＮＰＯ推進室に席を置いて協働を推進してい

る時に親しくなった石原さんがたまたまふるさと納税を担当していたの

で、そのノウハウをたんまり教えてくれた上、エクセルで作った整理表も

提供していただいた。西伊豆町からは、扱う件数が多くなるとエクセルで

処理はできなくなるので、導入した処理システムのことを学んだ。ここで

も職員が近く海士町に視察に行くと言うので町長との夜の懇親会を段取り

したこともあって懇切丁寧な説明を受けた。

「農家から米を集めることが難しい、送料は別途世話してあげないと駄

目だ、町民を対象にすることは望ましくな

い、、」心配事を並び立てて足を引っ張っ

ていただいたが、当事者と話してみると全

くの杞憂だった。

8月中旬から立上げの時には勝又、岩田

の両君が必死に頑張ってくれた。

「集まるんですか？」「少なくても1億

円は大丈夫だ、自分だけで一千万は集める

自信はある」だと豪語した手前、第1号は

小生が自ら寄附した。その後まもなくして

東京の方から入った。一か月が経ち2800

万円が集まった。10月に入り新たな返礼品

が投入され火を噴いた。宣言した1年間の

目標額はあっさり達成した。次の企画も用

意できている。焼津市の背中が見えてくる

かなと石原さんに電話を入れたところ、毎

日1200万円ほどの寄付があると言う。背

中が見えるどころではなく、はるかかなた

先にいる。ああ

ふるさと納税をという名の寄付金をもと

に、小生に与えられた課題である重要文化

財「豊門会館の修繕と活用」、「森村橋の

再生」、富士山を一望する「誓いの丘の整

備」、金太郎ゆかりの「金時公園の再整

備」に手を付けたい。もう、金はないから

を理由に思考停止・先延ばしは許されな

い。お楽しみはまだまだこれからだ。

『富士の国から ～大魔神のたび～ 』小山町ふるさと納税物語

静岡県小山町まちづくり専門監 溝口 久

小生の隣の席の小野部長が言う「毎朝、ふるさと納税がいくら来ている

のを見るのが楽しみだ」。今年度に入って町長から「ふるさと納税をやっ

てくれ」と指示された。昨年議会で町長が総務課が書いた原稿をもとに

「住民税は住民サービスを受ける住民票がある自治体に収められるもので

あって、今見られえる何のゆかりも縁もなくただ返礼品目的に他の自治体

にふるさと納税の名のもとに寄付し、その分地元収めるべき税金が逃げて

いくことは望ましいことではなく、、しばし様子見」のようなことを答弁

した。らしくもないなと思いつつも27年度を迎えた。今年度からふるさ

と納税で特典のある額が2倍に引き上げられ、給与所得者ならば5自治体

までの寄付であれば、確定申告をしなくても税のメリットを得ることに

なった。こうなったら自治体間での食うか食われるか大競争の号砲が鳴ら

されたようなものだ。

昨年は小山町内ＮＯ１のふるさと納税をし、他所の自治体に貢いでし

まった小生にとっては、後ろめたさもあって頑張るしかない。呑気な役場

職員の中にはふるさと納税をやっている職員はほとんど皆無、やったこと

ない者にはその様子面白さが分からない。そうそう他にも健康福祉会館に

太陽光パネル乗せることも毎年売電価格が下がっているときに、もたつく

職員を前に昨年末に駆け込みでねじ込ませた。パネル設置価格も民自ら経

験しているからわかる。「まちづくりは金づくりから」をここ小山町では

実践している。

さて、ふるさと納税に話を戻そう。職員からは「うちの町の返礼品と言

えばコシヒカリと水掛け菜ぐらいしかないですよ。他は牛肉とか魚、果物

がいっぱいあってお金が集まっているんじゃないですか！そんなもの何も

ないですよ。商工会に頼んでお菓子の詰みあわせ程度ならあるかも」と異

口同音に言われた。

「だから、おめーらは呑気なんだよ。君らの眼は節穴か？小山町には

11もゴルフコースがあるじゃないか、富士霊園という人気の高い墓もあ

るし、富士スピードウエイもある。全国的に名の知れた企業もたくさん進

出してきている。シモンズベッドもアイリス大山、リンガーハット、３１

アイスクリーム、こんなに魅力的なものがあっても、無いって言うんか！

営業に行くぞ！ふるさと納税という通販サイトで地元産のものを売りま

くってやるぐらいな勢いで、これが地域振興って言うだ。めざせ100アイ

テム！1億円」


